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質量分析分野
依頼分析効率化と新しい取り組み

1.依頼分析と実習

2.装置導入とメンテナンス

3.出張・基礎科学実験デモ等

北陸先端科学技術大学院大学

技術サービス部

ナノマテリアルテクノロジーセンター
大坂一生

質量分析について

[質量分析の流れ]

a)試料をイオン化

b)そのイオンを質量電荷数比によって分離・検出
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[管理装置一覧l

FTICRMS 
新規FTICRMS
LC-MS 
GC-MS 
MALDI-MS 
L-SIMS 
ICP-MS 

管理装置

特長:イオン化法と質量分離部の組み合わせで異なる
高感度，破壊分析

管理体制:職員一人で装置の維持管理・実習講習・依頼分析対応・新しい分析法の
情報収集と研究を実施
緊急時・不在時には，他の職員一人にメンテ補助のみ依頼

1.依頼分析業務

学内外の質量分析依頼に対応

r MALDIで分解
例〈イオン化時に反応

L MALDIとESIの関係

相談をすることで測定回数を減らし業務の効率を上げた
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分析依頼件数(2009年3月・2010年5月}
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講習・実習

講習と実習を受講し、認められた者が装置を使用できる
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[実習内容]
MALDI:低分子、高分子、Mw.3・5000の物質、力チオン化剤検討
ESI: 低分子、高分子、クラスタ一、力チオン化剤検討
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実習の問題点

I試料調製に重点をおき実習]
理由1:装置を汚しながら測定する破壊分析のため

理由2:試料中の微量不純物を検出してしまうため

(成分が多いと，イオン化の競争もおこる)

今年度

実習の件数:32件 実習の件数:64件

濃度計算の計算式の提示

可能な限り依頼ではなく、実習を実施

2.装置導入とメンテナンス

ー新規FTICRMS導入

メンテナンス作業一覧

FTICRMS:フーリエ変換型イオンサイクロトロン共鳴質量分析計

a)質量分析装置の中で最も分解能が高い種類の装置

b)分解能が高いため，精密質量分析が可能である

c)磁場が強いものは分解能が高いため，高い質量領域の

組成解析が可能となる

|日FTICRMSは7T，新規FTICRMSは9.4T
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新規FTICRMS導入

a)天井工事
b)設置場所確保

(MALDI-MS移設)
c)室外機設置と工事

d)クエンチパイプ管工事
e)分散板検討

。導入経路打ち合わせ

g)マグネット導入と調整

h)力一卜部分導入

i)各部品組み合わせ

j)真空引き

k)業者性能確認

超電導マグ、ネットは冷却された状態で輸入した

定期保守以外のメンテナンス作業一覧

|日FTMS:真空表示計・・・表示パネル故障

ターボポンプ異常音・・・予定より早くグリスアップ
冷却水循環器用UPS停止・・・ヒューズ切れ
電気ノイズ・・・セルコントロールユニットにより検出されるノイズは

大きく異なることがわかった

MALDI:劣化した窒素レーザー交換
レーザー軸ずれの補正

LC 

オイル漏れのロータリーポンプを交換・・・予定よりも早かった
感度低下のため，検出器交換.同時に再チューニング
メンテ作業後に緊急停止したターボポンプを交換
ターボポンプ緊急停止に伴い，フィラメントが断線した

イオンゲージを交換
故障して数値を表示できなくなった真空表示パネルを交換
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その他の取り組み

-作成したマニュア)!.-
l)FTICRMSメンテナンスマニュアル作成
2)英語版FAB-MSマニュアル作成

・作成検討中のマニュアル
新しいFTICRMSの簡易マニュアル作成

新規FTMS以外の装置6台のマニュアル(日本語・英語)が完成

盟宜量迎

一般的な手法とは異なる分析法の取り組み

目的最先端の研究に対応するために
セン告ーとして独自の分析技術を検討するl-…ーを前処理法として検討

異分野の実験専門の方への相談
研究新しい分析法の検討

l.T.K旭国語気ム且盟且A，1h持出.T. Kawai， H勘抽h旬嗣a皿皿脚，.血岨dK.百可回醐'島pn>旬血c副侃メ肉a副丘阻h肺旬困dwi也Li排酔t血.，函h
Lid淘訓1ゆ岨d 2，4-D血並血司咽μ向環4均刷d世恒z皿血竃阻亙血M恩 by MAlD:且I目一4τ咽。田Fιベ剖M附3乳， 1.M聞骨帥宿皿~SO関IÇ.Jpn吻，， 2随醐9矢， S野7;3幻71日一-3閉77 7 

2.LNl阻副，I...Q国也H....畑出，岨dR.""回明.A剛i哨岨。fOn-1ine国民団"'"副町畑町回開抑副皿抽..8明時四問旬a
q旭岨晶岨国抽臨d加血Ami開界面白血喝面町出血H富田nS聞皿.And. Sci.， 2醐，酷 1197-1201

3. S τ'aira， N. Yolrota，I，.旦鍾晶M.Sakl阻oto，証b凪R.肱曲.，岨Y.S曲uhi，'Mau IPC岨-紅"皿岬唱。抽'''-岨d掴Iooolio乱岨m
thnP.袖Bg凱-"叫Am<民J.cbini醐 M曲cinc.2010; 31: 1-9 

4.!...Q盟且K.OkumurB， N. Miy嘘:e，.T. WatmJabe. K. Ni切彊恒，IiKawu出.mJd R. Aruawa， Qu.m抽.tive1IlIIUyti3 of m .岨血血n1additive in 
温副ゆ1.戸組"by間色"ト図師陣dlQordc師 F証皿liQIliz岨皿-略闇岡田町(SAIDJ.晶岡田insTiC>，. 11m'句副曲，J.MalIsSpcI(危加盟 S~ 
Jpn.，2010inpr明.

5.1..玉垣島A.Yo・ihimoto.K. N02岨 H. M-剖咽ki，lLKawu出血dR.'"包囲...S皿l皿C011IILC/MSA皿l問。fHnxocl>l岡b~皿S副
p~臨.."叩h四.1byA'皿抽出h・-白血i岨Jomz岨岨[崎町阻d Pbo価回包岨岨 (AP町""""'"，A皿l凪，2009;25: 1373-1376 

6.K.N，飽凪A加ui.!.旦昌也IiIu四出，副R."""叫盟恒国師τ抽血.""加AlbIi抽包IJonA曲岨金圃組Elc岨凶F宵
...... 岨I'ro<指値 UI:時皿Qn-凶c Ion S曙F祖師~，ANAL. SCL，2010包開削

7主 SWshi.I.....Q盟且S.T.irlI， Nu出個個均由by-句副島輔おtod luo<_鍾副ù>国n品但~.甲曲:omCllry， FI∞，d白胆"町 2010;
盟問事

直且量l
研携分担者

科学猿術短興梅槍(JST)A-STEPrFSステージ可能性舞揖タイプ{シ一司.在化/起業検IiE)J平成21年度箪2固楳択懐姐
リ".イオ分担冊ナノ.粒子宝橿"ーザーノ雌・1... オシ化賞畳分析(Nano-PALDIMS】春闘"jト食品の品質陣直方法の
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3.出張、基礎科学実験デモ

[出張]期間 2009年3月-2010年6月

2009.3.13京都先端ナノテク総合支援ネットワークシンポジウム参加

2009.4.21・22FTMS"QTOFによる生体試料質量分析セミナー参加

2009. 5. 13-15第57回質量分析総合討論会発表

2009.9.23・27第58回日本分析化学会年会発表

2010.2.26・27メタボロミクスセミナー参加・大学見学

2010.6. 15-18第58回質量分析学会総合討論会，兼第1回アジア
オセアニア質量分析会議発表

学会は，数少ないFTMS使用者との情報交換の場でもある

見学対応・実験補助・実験デモ

a) 2009年オープンキャンパス
・化学系と生物系の受験希望者の装置見学一部対応
.技術サービス部で色素増感電池担当

b) 2009年子供マイスターウィーク
-偏光実験デモ担当

c) 2009年ナノテクコース授業
・質量分析実習補助(10月、8名参加)
ペプチドのESI-MS、MALDI-MS実習担当

の2010年オープンキャンパス
・技術サービス部で偏光実験を担当


